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○ 思いやる子 
○ 考 え る 子 
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光春小だより 

 

６月行事予定 

日 曜日 時程 学校行事等 ひろば 

１ 土 Ａ 第１０回運動会  

２ 日  運動会（予備日①）  

３ 月  振替休業日  

４ 火 Ａ 
運動会（予備日②） 

安全指導 農家出前授業（５年） 
〇 

５ 水 Ｂ５ 避難訓練（一斉下校）水泳指導始（５組）  

６ 木 Ａ 委員会  

７ 金 Ａ 警察署見学（４年） 〇 

８ 土 Ｂ３ 学校公開日 保護者面談（ひかり）  

９ 日    

10 月 Ｂ５ 
水泳指導始（１～６年） 

読書旬間始（～６/２１） 
〇 

11 火 Ａ 色覚検査（４年希望者） 〇 

12 水 Ａ４  〇 

13 木 Ｃ５   

14 金 Ａ 
こころの劇場（６年） 

色覚検査（希望者）教育実習終 
〇 

15 土    

16 日    

17 月 Ａ 自転車安全教室（３年） 〇 

18 火 Ａ５  〇 

19 水 Ｂ４  〇 

20 木 Ａ 春小まつり（２～４校時） クラブ  

21 金 Ａ４  〇 

22 土    

23 日    

24 月 Ｂ６ 授業参観（ひかり） 〇 

25 火 Ａ 
体力テスト 遠足（５組） 

２年６時間授業始 
〇 

26 水 Ｂ５ 授業参観（ひかり） 〇 

27 木 Ｃ５ 体力テスト（予）  

28 金 Ａ 定期健康診断終 〇 

29 土    

30 日    

 

 

    リーダーシップ 

校長 世古 徳浩 

 ４月の保護者会全体会で、春風小の子供たちの

実態をお伝えしました。自分が基準でその基準が

甘い子が多い。学年が上がるにつれ、その傾向が

強くなる。そのため、自分の意に沿わないことを

受け入れることができなくなり、「やらされ感」

「やらされている感」が強くなると。 

 私たち教職員に置き換えて考えた時、校長のリ

ーダーシップについて悩むことがあります。「ど

うせ校長が最後に決めるわけだし、自分たちで決

めたこともひっくり返されることがあるから、始

めに『お伺いを立てて』おくと楽。」こんな話を

よく聞きます。最終的な決定権は全て校長がもっ

ている。校長の強いリーダーシップが学校経営を

推進しているということでしょう。「責任」とい

う意味ではその通りなのですが、これからの学校

経営を担う教員がそれで育つのか、疑問に思いま

す。「これをやってください」という指示だと、

いわれた側は当然ながら、「やらされている」と

感じてしまうことになります。本人の意思とは関

係なく、やらないと怒られ、やれば褒められると

いう「アメとムチのマネジメント」です。管理・

指示・命令することで、組織を動かしてきた「支

配型リーダーシップ」です。成長段階の中で、指

示や命令が必要な段階もありますが、いつまでも

そこで立ち止まっていては指示待ち人間になっ

てしまいます。これでは、「校長先生、指示して

ください。命令してください。してくれないなら

やりません。」「言われたことだけこなしていれば

いい。」という怪しい教員になってしまいます。

こういう教員が蔓延すると、学校は活気のない、

事なかれ主義のつまらない学校になってしまい

ます。教職員も子供たちも、「やりたい」気持ち

から行動し、言われる前から行動し、自身で創意

工夫できる。そんな学校を目指していきます。ご

支援をよろしくお願い申し上げます。 

＜６月の生活目標＞    ものを大切にしよう 

＜６月のあいさつ目標＞  「すみません」「ごめんなさい」で心をつなぐ       生活指導部    

私たちは、自分の不甲斐ない言動で他者に迷惑をかけたり、負担をかけてしまったりしたことに対し、申し訳

ないという気持ちを、自責の念をもって「すみません」「ごめんなさい」で伝えます。子供たちの間では、素直

に「ごめんなさい」が言えず、争いやけんかに発展することもあります。「すみません」「ごめんなさい」は争い

やけんかの終止符としてではなく、関係を良好に保っていくために大切な言葉であることを伝えていきます。 


